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暮らしの中に彩りを

◆ゆたか生活支援事業所かさでら

◆ゆたか生活支援事業所あつた

◆ゆたか生活支援事業所なるお

5年ぶりに南障会一泊研修旅行開催！！

天候にも恵まれた９月初旬、南区障害者関係団体連絡会（南障会）の一泊研修旅行が５年ぶりに開催されました。今回は福
井県の「三方五湖レインボーライン山頂公園」と「福井県立恐竜博物館」、宿泊先の石川県山代温泉を巡るコースとなりました。
ゆたか福祉会からは南区内のグループホームを中心に、55名もの参加申し込みがあり、総勢75名でのバス旅行となりました。

初日の三方五湖では、ケーブルカーで山頂へ上がり、壮大な景色を眺めながら、ソフトクリームを笑顔一杯で食
べる姿がたくさん見られました。また宿泊先では、大きな温泉に豪華な食事を満喫するだけでなく、二次会のカラ
オケに参加される仲間も多く見られ、他事業所の方々とのちょっとした夜更かしを体験されていました。

2 日目の恐竜博物館では、見上げるような恐竜の骨格標本や、それらを包み込むようなドーム型の施設の大きさ
に驚きながら、記念撮影やお土産選びを楽しむ様子も見られました。

久しぶりの一泊旅行でもあり、引率職員も初めて参加する若い職員が多く、仲間たちに丁寧に向き合う姿に感心
しました。「普段関わりが無い方たちとの交流を深め、良い学びの機会にもなったかな」と感じた二日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トライズ　佐藤 正章（南障会事務局）

今回は仲間 7 名、職員 3 名の総勢 10 名での参加で、「かさでら」では久々のお泊り旅行でした。何がいるか等、
仲間を中心に職員も一緒になって新しい洋服を購入したり、準備から楽しい旅行の始まりでした。

当日はバスに乗り込み、出発！「カラオケしたい方～」のバスガイドさんの声掛けに、一斉に「はーい！」と元
気な声が鳴り響きました。これ歌い、あれ歌いの大合戦で、みなさん
それぞれ 2 曲ずつ歌われ、楽しそうな雰囲気のバス内でした。

食事に観光、温泉ホテルに宴会ありの 2 日間。仲間の笑顔が数え切
れないほど生まれました。温泉ホテルでは、2 回お風呂に入ったりと、
普段ではなかなか見られない姿がありました。大きいお風呂にワクワ
クで、旅行後もお風呂の話題は尽きません。お土産もたくさん購入し、
土産話を旅行後も楽しまれています。            　　　　　　片桐 由麻

新型コロナが 5 類となり、約 4 年ぶりの旅行となりました。「事業所あつた」では、仲間 13 名、職員 5 名の
参加となりました。2 日目の恐竜博物館では、約数百万年にわたる恐竜
の歴史に思いをはせながら、有名なティラノサウルスやブラキオサウル
スなどの動いている展示・模型の迫力に皆さん、興奮されていました。

2 日間、普段とは違う仲間の笑顔が沢山見られ、とても楽しく過ごさ
れていたように感じます。一緒に参加でき「楽しみを共有することが出
来て良かった」と思うと同時に「次回の旅行や取り組みも参加したい」
と思いました。                                                             向山  涼太

事業所なるおからは３名の参加でした。あさがおホームの的場さんは「肉が好き」と
言われていましたが、昼食は甘えび、夕食は蟹に一番に箸が伸びていました。温泉はゆっ
くり温まるまで入られ、露天風呂や朝風呂もニコニコと満喫。明治ホームから妹さんも
参加されており、久々の再会に抱き合っていたのが印象的でした。

第一八光荘の長井さんは観光地や宿情報を事前にスマホで調べてきたとのこと。天
空テラスでは撮影スポットで写真を撮ってくれたり、宿では「温泉卵が作れるよ！」と
教えてくれたり、旅上手でした。

懐かしい面々とお互いの今を交流できたり、他事業所のなかま・職員に相部屋でお世話に
なったり、他団体の方にも声をかけて頂けたり…。充実した 2 日間となりました。藤田 加奈
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◆リサイクルみなみ作業所

◆ゆたか生活支援事業所みなみ　～人気だった「恐竜博物館」～

◆地域生活支援拠点事業所まーぶる

今回の旅行には作業所からは、なかま 3 名、ご家族 1名、職員 1名が参加しました。またグループホームから
も 5 名のなかまが参加し、全体では 10 名の参加者でした。

旅行中は、バス内でのカラオケに夢中になる方、食事を楽しむ方、おみやげ選びに夢中になる方など、思い思い
に旅行を楽しんでいる様子がありました。

中でも私が印象に残ったのは、いろいろな場面でなかま同士が久しぶ
りに再会し、互いの近況を語り合う姿でした。その姿は懐かしさや喜び
と言った色々な感情が沸き上がり、普段とは異なる一面も垣間見えまし
た。

私自身も以前勤めていた作業所のなかまの姿を見かけて、当時の話
を振り返りながら旧交を温めることができ、こんな旅行の楽しみ方も
あるのだと思いました。　　　　　　　　　　　            前川 一広

事業所みなみからは職員 3 名、仲間 6 名の計 9 名で参加しました。恐竜博物館の館内ではエレベーターを降り
ると、正面に動くティラノサウスがいました。あまりの迫力に立ち止まって見たり、写真を撮っている仲間もいま
した。バスガイドさんからは「少し怖い」と聞いていましたが、皆さん怖がっている様子はなく楽しく見て回られ
ました。

他にも恐竜のオブジェや化石などが、たくさん展示してありました。
大きな恐竜のオブジェはテンションが上がるほど興味を示していま
した。化石も「どんな化石なのか」興味を持つ仲間が多かったです。
お土産コーナーでは、作業所やホーム、家族に買って帰るお土産を
何にするか、皆さん真剣に悩んでいました。

最後にソフトクリームをみんなで食べました。外の気温も少し暑
かったので、ソフトクリームがさらにおいしく感じました。最後に全
員で記念写真を撮り、笑顔いっぱいの素敵な旅行になりました。        

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小川 健斗

「まーぶる」からはなかま3 名、職員 3 名、ご家族 3 名の計 9 名が参加しました。
出発前から「〇〇食べたい！」「〇〇したい！」との声もあり、旅行を楽しみに
されている様子が見られました。旅行中や旅行後も「ご飯が美味しかった！」「恐
竜博物館が楽しかった！」などの言葉を聞くことができ、たくさんのなかまの笑
顔を見ることができました。それぞれ楽しい思い出ができたのではないかと思
います。

入職して 5 ヶ月、南障会の旅行に初めて参加させていただきました。他事業
所のなかまの皆さんと交流ができたことや、ご飯も美味しく、どこの観光地も
とても魅力的だったことなど、皆さんと一緒に素敵な思い出を作ることができ
ました。

今回の旅行は貴重な経験になったと共に、2 日間があっという間ですごく楽し
かったです。また機会があれば参加したいと思いました。              太田  実里
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8
月
８
日
夜
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
」。
ゆ
た
か
福
祉
会
で
は
こ
れ
を
受
け
、

翌
朝
、
各
事
業
所
管
理
者
に

＊
通
常
の
業
務
を
継
続
し
つ
つ
、
1
週
間
程
度
は
地
震

の
発
生
を
警
戒
し
、
地
震
へ
の
備
え
と
「
自
然
災
害

発
生
時
に
お
け
る
総
合
対
策
計
画
」
に
基
づ
い
た
対

応
の
再
確
認
を
行
う
こ
と

＊
お
盆
休
暇
に
入
る
時
期
で
あ
り
、
職
員
の
参
集
基
準
や

連
絡
体
制
に
つ
い
て
留
意
す
る
こ
と

等
の
連
絡
を
行
い
ま
し
た
。
ゆ
た
か
作
業
所
で
の
対
応

を
紹
介
し
ま
す
。

 

繰
り
返
し
の
訓
練
と
連
絡
体
制
の
強
化
を

ゆ
た
か
作
業
所
　
所
長 

吉
田 

博

夕
方
の
送
迎
支
援
も
終
わ
り
「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
い
た

と
こ
ろ
で
、
日
向
灘
で
の
地
震
速
報
を
目
に
し
ま
し
た
。

最
初
は
遠
方
の
地
震
な
の
で
、「
地
震
が
あ
っ
た
」
と
い

う
認
識
で
し
た
が
、
17
時
過
ぎ
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
（
調
査
中
）」
が
発
表
さ
れ
こ
と
か
ら
、
緊
迫
度

が
増
し
ま
し
た
。　

こ
の
情
報
が
ど
の
程
度
の
情
報
な
の
か
を
調
べ
る
の
に

時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
情
報
自
体
が
緊
迫
度
の
増
す
南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
初
め
て
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
18

時
過
ぎ
に
全
職
員
へ
注
意
を
促
す
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
19
時
15
分
過
ぎ
に
「
巨
大
地
震
注
意
」
が
発

表
さ
れ
た
の
で
、「
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
が
発

表
さ
れ
た
」
こ
と
、「
参
集
や
避
難
等
特
別
の
動
き
は
な

い
が
、
地
震
の
備
え
を
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
メ
ー
ル
を

今
度
は
職
員
だ
け
で
な
く
、
仲
間
や
家
族
全
員
に
も
一
斉

メ
ー
ル
し
、
注
意
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
時
に
S
M
S
に
よ
る
緊
急
メ
ー
ル
が
速
や
か
に

送
信
さ
れ
、
相
手
側
が
き
ち
ん
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
等
、
不
安
も
あ
り
ま
す
。
防
災
訓
練
同
様
に
繰
り
返
し

訓
練
を
行
い
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
習
熟
等
を
呼
び
か

け
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
く
環
境
や
構
え
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

        「
大
規
模
地
震
が
起
き
た
時
、

ど
う
す
る
？
」
学
習
会
開
催

地
域
支
援
事
業
本
部
長　

熊
谷 

由
美
子

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
5
日

後
、「
地
域
支
援
事
業
本
部
」
全
体
職
員
会
議
で
、
学
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
大
規
模
地
震
時
に
想

定
さ
れ
る
名
古
屋
南
部
地
域
の
被
害
と
、
い
ざ
と
い
う
時

の
心
づ
も
り
と
事
前
の
準
備
」。
約
４
０
名
の
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

当
日
は「
災
害
時
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」に
つ
い
て
、

2
事
業
所
か
ら
報
告
後
、
学
習
会
と
同
テ
ー
マ
で
、
名
古

屋
大
学
減
災
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
授
の
千
葉
啓
広
先
生
よ

り
、
45
分
程
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
一
人
夜
勤
の
時
、
大
規

模
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
？
心
配
な
こ
と
や
不
安
な

こ
と
は
？
」
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。「
職
員
室
が
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
、
仲
間
の
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着
け
る

の
だ
ろ
う
か
？
」「
ど
こ
に
避
難
し
て
い
い
か
、
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
不
安
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
を
契
機
に
各
事
業
所
の
職
員
の
中
で
、

「
い
ざ
と
い
う
時
ど
う
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
よ
く
話
し
会

い
、
で
き
る
準
備
を
急
い
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大

初
め
て
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

地
震
注
意
）」
発
表
を
受
け
て

意
）」
発
表
を
受
け
て

～
備
え
の
確
認
と
必
要
な
見
直
し
を
～
」

～
備
え
の
確
認
と
必
要
な
見
直
し
を
～
」

を

る
守

い
の
ち

シリーズ

8月13日
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平和への願い平和への願い

Dear Sumire san. Thank you very much for sharing the magazine 

with an article about me. I have had part of me left in there in Japan. 

My coworkers and supervisor were very friendly and supportive. 

The special need friends were very innocent and friendly. It seems 

they have had very simple life however who knows what have been 

their dreams and perceptions of the outer world. I am happy having 

those memories as an integral part of my life. I am pleased they still 

remember me. I am thankful of the Yutaka esteemed leadership for 

their invaluable support when I most needed. I am also very grateful 

of your kind support which enabled me overcome the difficulties and 

manage my life during my stay in Japan. Thank you very much.

（略歴）米国公立高校卒業後、オースト
リアへの半年間の留学を経て米国州立
大学を卒業。台湾にて日本語教師とし
て勤務後帰国、名古屋大学国際開発研
究科博士前期課程修了、同研究科特任
助教を経て、愛知労働局にて外国人雇
用管理アドバイザーを務めるなど、行
政機関で相談員、通訳者として多文化
共生・外国人支援活動に携わる。あい
ち多文化共生推進会議委員。犬山市多
文化共生推進会議委員。

神田すみれ先生の紹介

神田先生から、「働きたい」という思いを持つアフガニスタン出身のファルザドさんを紹介されたのは、
2022年も終わろうとする頃でした。最初の「出会い」から1か月後、ファルザドさんの姿はゆたか作業所
のデイ現場にありました。それから約1年半働いて頂き今年の5月に、急遽、次の安住先が見つかり、慌た
だしく日本を離れられました。
このことを広報誌8月号で紹介したところ、神田先生が翻訳してファルザドさんに届けられ、そして直ぐに、

ご本人から返信がありました。「素敵なメッセージ」と先生からお伝え頂いた内容を、皆さんにもご紹介します。

ファルザドさんからのファルザドさんからの
メッセージメッセージ

<神田先生（和訳）>

　すみれさんへ。雑誌に私のことを紹介してくだ

さってありがとうございます。私の一部を日本に

残してきてしまったような気持ちです。ゆたかで

一緒に働かせてくださった同僚たちや上司は、と

ても親切で、私のことを応援してくださいました。

　特別な支援を必要とする友人たちは、とても無

邪気で、そして優しくしてくれました。彼らはと

てもシンプルな生活を送っていたように見えます

が、彼らの夢や外の世界に対する認識が、実際に

はどのようなものか、知る由もありません。

　私は、彼らとの思い出が、私の人生の大切な一

部であることをうれしく思います。そして、彼ら

がまだ私のことを覚えていてくれることが、とて

も嬉しいです。ゆたかの尊敬する指導者の方々に

は、私が支援を最も必要としていたときに、かけ

がえのないサポートをしていただき、心から感謝

しています。また、私が、日本での生活の中で困

難を乗り越え、なんとか自分たちの生活を維持す

ることができたのは、皆さんの親切なサポートの

おかげです。本当にありがとうございました。
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9
月
10
日（
火
）10
時
か
ら
15
時
ま
で
、
名
古
屋

国
際
会
議
場
で
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
33
名
の
家
族
と
職
員
33
名
が
参
加
。
テ
ー
マ

は
「
親
・
家
族
の
願
い
を
第
7
期
総
合
計
画
へ
～

私
た
ち
の
今
（
心
配
事
・
困
っ
て
い
る
こ
と
等
）
と
、

今
後
へ
の
要
望
・
期
待
」。
4
本
の
職
員
報
告
と
、

ふ
れ
あ
い
共
同
作
業
所
保
護
者
会
会
長
の
矢
満
田

佳
代
さ
ん
か
ら
の
報
告
、
午
後
は
分
散
会
を
行
い

ま
し
た
。

職
員
の
一
人
目
は
、
な
る
み
作
業
所
の
安
藤
玲

偉
さ
ん
。
経
験
を
積
む
中
で
世
界
が
広
が
っ
た
喜

び
と
「
本
当
の
意
味
で
”な
か
ま
“
に
な
り
た
い
」

と
報
告
し
ま
し
た
。
二
人
目
は
、
ゆ
た
か
生
活
支

援
事
業
所
み
な
み
の
小
林
み
の
り
さ
ん
。「
コ
ロ
ナ

禍
で
何
も
で
き
な
い
事
が
も
ど
か
し
く
、
申
し
訳

な
く
、
ホ
ー
ム
の
生
活
で
は
仲
間
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
聞
き
大
切
に
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

三
人
目
は
同
じ
く
生
活
支
援
事
業
所
な
か
が
わ

で
働
く
片
岡
由
加
梨
さ
ん
。「
ホ
ッ
と
す
る
日
常
を

作
っ
て
い
き
た
い
」「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
自
分
の

部
屋
を
持
て
る
、
自
分
の
好
き
に
過
ご
せ
る
場
所
」

「
ぜ
ひ
家
族
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
報
告
し
ま

し
た
。
四
人
目
は
ゆ
た
か
作
業
所
に
配
属
さ
れ
た

理
学
療
法
士
の
今
村
修
さ
ん
。
リ
ハ
ビ
リ
業
務（
個

別
リ
ハ
・
集
団
体
操
や
環
境
整
備
等
）
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

矢
満
田
さ
ん

は
、
息
子
さ
ん

の
生
い
立
ち
と

作
業
所
づ
く
り
、

ゆ
た
か
福
祉
会

と
の
出
会
い
。
息
子
さ
ん
は
念
願
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
入
り
6
年
目
。「
ゆ
た
か
は
こ
の
ま
ま

ず
っ
と
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

午
後
は
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
午
前
の
感

想
と
法
人
へ
の
要
望
を
交
流
し
ま
し
た
。「
リ
ハ
ビ

リ
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し
い
」「
重
度
の
障
害
が

あ
っ
て
も
入
れ
る
ホ
ー
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い
」「
新

事
業
を
作
る
と
き
は
親
の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し

い
」「
い
つ
ま
で
ホ
ー
ム
に
い
れ
る
の
か
心
配
」「
職

員
に
や
め
な
い
で
ほ
し
い
」「
家
族
会
の
存
続
、
世

代
交
代
、
ど
う
す
る
か
」
等
々
、
ど
の
グ
ル
ー
プ

も
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

事
業
所
を
越
え
て
家
族
が
話
す
場
。
そ
れ
を
聞

く
家
族
と
職
員
。
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

保
護
者
連
合
会
担
当
　
萩
原  

千
秋

ゆ
た
か
福
祉
会

ゆ
た
か
福
祉
会  

保
護
者
連
合
会

保
護
者
連
合
会

研
修
会

研
修
会    

開
催
開
催
!!

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
フ
レ
ン
ズ
星
崎
　
金
田  

珠
栄

11
日
の
研
修
会
を
通
し
て
、

日
の
研
修
会
を
通
し
て
、
11
番
印
象
に
残
っ
た
こ

番
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
、
今
ま
で
の
分
散
会
と
は
違
い
、
各
グ
ル
ー
プ
に

と
は
、
今
ま
で
の
分
散
会
と
は
違
い
、
各
グ
ル
ー
プ
に

親
が
小
人
数

親
が
小
人
数
で
分
か
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
一
人
一
人

の
発
言
の
機
会
が
格
段
に
上
が
り
、
個
人
的
な
意
見
や

今
の
悩
み
を
職
員
の
方
に
直
接
話
せ
た
事
で
す
。

ま
た
、
職
員
や
事
業
所
、
法
人
へ
の
要
望
と
し
て
は
、

な
か
ま
の
安
心
・
安
全
の
為
に
、
是
非
と
も
送
迎
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

送
迎
を
頼
む
と
、
親
の
怠
慢
と
思
わ
れ
る
職
員
の
方
が

少
な
か
ら
ず
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
怠
慢
で
あ
ろ
う

と
、
事
情
が
あ
ろ
う
と
、
送
迎
は
必
要
と
感
じ
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

つ
ゆ
は
し
作
業
所
　
加
藤  

沙
彩

保
護
者
連
合
会
研
修
会
と
い
う
名
の
通
り
、
お
忙
し

保
護
者
連
合
会
研
修
会
と
い
う
名
の
通
り
、
お
忙
し

い
中
で
も
多
く
の
保
護
者
の
方
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

い
中
で
も
多
く
の
保
護
者
の
方
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

所
の
職
員

所
の
職
員
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

作
業
所
の
家
族
会
と
は
ま
た
違
っ
た
形
で
の
、
ご
家

族
の
方
と
お
話
を
す
る
機
会
で
し
た
。
直
接
ご
家
族
の

方
と
対
面
し
て
お
話
を
す
る
機
会
は
少
な
い
の
で
、
緊

張
も
し
ま
し
た
が
、
明
る
い
雰
囲
気
で
話
し
合
え
る
空

間
は
と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

入
職
し
て
5
ヶ
月
目
で
す
が
、
な
か
ま
に
も
ご
家
族

に
も
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き

た
い
で
す
。

保護者 の 感想職員 の 感想
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2
0
2
4
年
６
月
か
ら
認
知
症
カ
フ
ェ

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
な
ぐ
ら
」
を
生
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
倉
が
中
心
と
な
り
、

設
楽
福
祉
村
の
３
つ
の
事
業
所
が
協
力
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ゆ
た
か
福
祉
会
の

理
念
で
あ
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、た
く
さ
ん
の
〝
つ

な
が
り
〟
を
築
き
拡
げ
て
い
き
ま
す
」
を

実
現
す
る
た
め
、
設
楽
福
祉
村
の
地
域
づ

く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

2
0
3
0
年
に
は
、
5
2
3
万
人
が

認
知
症
に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
既

に
私
た
ち
は
「
認
知
症
が
ご
く
当
た
り
前

の
社
会
」「
認
知
症
と
と
も
に
歩
む
時
代
」

に
生
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
な
ぐ
ら
で
は
、
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
の
協
力
で
、
毎
回
ミ
ニ
講
和
や
思

い
出
ば
な
し
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
年
6

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

思
い
出
を
話
す
事
（
回
想
）
は
、
昔
を

思
い
出
す
こ
と
で
、
普
段
は
眠
っ
て
い
る

記
憶
が
脳
か
ら
引
き
出
さ
れ
脳
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

6
月
は
「
田
植
え
」、
7
月
は
「
お
盆
」

を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
が
3
つ
の
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
て
写
真
を
み
な
が
ら
過
去
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
7
月
は
参
加
者
自
身

が
お
盆
に
飾
る
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
で
精
霊

馬
を
作
り
、
懐
か
し
い
話
や
思
い
出
を
語

り
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
柏
餅
を
美

味
し
そ
う
に
食
べ
る
参
加
者
の
満
足
そ
う

な
姿
や
、「
参
加
す
る
前
は
少
し
不
安
だ
っ

た
が
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。
次
も
楽
し

み
」と
い
う
声
な
ど
も
見
聞
き
し
ま
し
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
な
ぐ
ら
は
、
誰
も
が

お
し
ゃ
べ
り
や
学
び
、
共
に
過
ご
す
時
間

を
楽
し
み
、「
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
過

ご
せ
る
場
所
」
と
し
て
、「
認
知
症
に
な
っ

て
も
大
丈
夫
」
と
言
い
合
え
る
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

ゆ
た
か
福
祉
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
通
所
部
門
所
長
会
議
」
が

２
ヶ
月
に
1
度
、
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
法
人
内
で
は
11
か
所

の
日
中
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「
通
所
部
門
所
長
会
議
」
の
主
催
で
、

午
前
中
は
事
業
所
単
位
で
の
研
修
を
行
い
、
午
後
は
Z
o
o
m
に
よ
る
全
体

研
修
を
行
い
、
す
べ
て
の
事
業
所
か
ら
１
０
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
ね
ら
い
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
、事
業
所
間
で
の
連
携
が
希
薄
に
な
っ

て
お
り
、
就
労
支
援
や
障
害
の
重
い
仲
間
た
ち
に
対
し
て
の
支
援
や
実
践
を

共
有
し
、
新
た
な
実
践
の
気
づ
き
を
創
る
研
修
と
し
て
位
置
付
け
て
の
開
催

で
す
。

研
修
は
大
き
く
３
つ
に
分
け
て
の
内
容
で
し
た
。

　

一
つ
は
「
障
害
の
重
い
仲
間
た
ち
に
対
し
て
の
表
現
活
動
、
創
作
活
動
の

幅
を
ど
う
拡
げ
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
吉
田
マ
リ
モ
さ
ん
に
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
京
都
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
所
と
の
取
り
組
み
を
拡
げ
て
い
る
方
で
す
。

　

二
つ
目
は
、「
強
度
行
動
障
害
の
仲
間
に
対
し
て
の
実
践
発
表
」
を
、「
あ

か
つ
き
共
同
作
業
所
」
と
「
み
ら
い
ろ
」
か
ら
行
い
ま
し
た
。
ま
た
「
理
学

療
法
士
に
よ
る
機
能
訓
練
の
取
り
組
み
」
を
「
ゆ
た
か
作
業
所
」
か
ら
行
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
「
ト
ラ
イ
ズ
」「
つ
ゆ
は
し
作
業
所
」
か
ら
、
５
S
活
動
の
取
り

組
み
や
就
労
支
援
を
テ
ー
マ
に
し
た
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
吉
田
マ
リ
モ
さ

ん
の
話
を
含
め
、
５
つ
の
事
業
所
か
ら
の
実
践
報
告
を
通
し
て
、
新
た
な
発

見
や
気
づ
き
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
障
害
が

多
様
化
し
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
だ
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
の
強

み
を
打
ち
出
し
た
実
践
を
進
め
て
い
く
大
切
さ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
た
か
作
業
所 

吉
田 

博

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
倉
　
篠
原 

和
子

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

今
回
で
２
回
目
の

今
回
で
２
回
目
の

「
２
０
２
４
年
度
日
中
事
業
所

「
２
０
２
４
年
度
日
中
事
業
所

合
同
職

合
同
職
員
研
修
」開
催

員
研
修
」開
催

8.78.7

99
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荒
彫
塾
と
は
次
世
代
を
担
う
職
員

を
育
成
す
る
狙
い
で
「
人
権
感
覚
を

磨
き
、
行
動
す
る
力
を
蓄
え
よ
う
。

～
自
分
の
実
践
を
ふ
り
か
え
り
な
が

ら
～
」を
テ
ー
マ
に
2
0
2
2
年
か

ら
2
年
間
の
学
び
を
経
て
、
今
年
5

月
29
日
き
ょ
う
さ
れ
ん
全
国
総
会
に

て
修
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

受
講
す
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の
大

切
な
”お
金
と
時
間
“を
費
や
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
皆

さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

受
講
し
た
こ
の
時
間
は
控
え
め
に

言
っ
て
最
高
の
時
間
で
し
た
。
1
年

目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
、
全

員
が
集
っ
た
の
は
2
年
目
の
み
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
分
、
濃
厚
な
時
間
と

な
り
、
広
島
県
大
久
野
島
で
は
戦
時

中
に
使
用
禁
止
の
毒
ガ
ス
製
造
工
場

と
し
て
地
図
か
ら
も
消
さ
れ
た
事
実
。

教
科
書
に
は
載
せ
る
こ
と
の
な
い
、

学
べ
な
か
っ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

こ
の
使
用
禁
止
の
毒
ガ
ス
は
欧
米

諸
国
か
ら
の
報
復
を
恐
れ
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
み
に
使
っ
た
事
実
を
聞
い
た

と
き
は
、
衝
撃
を
う
け
ま
し
た
。

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
大
切
で

す
。
一
方
で
「
禁
止
さ
れ
た
毒
ガ
ス

を
使
っ
て
い
た
」
と
い
う
事
実
を
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
3
月
か
ら
、
き
ょ
う
さ
れ
ん

教
育
研
修
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、

全
国
大
会
分
科
会
や
そ
の
他
の
研
修

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
受
講
側

で
は
な
く
運
営
側
と
し
て
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

「
研
修
は
楽
し
く
学
ぶ
」
そ
の
よ

う
な
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
”ワ
ク
ワ
ク
“を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ゆ
は
し
作
業
所
　
石
田 

和
久

今
年
度
、
機
会
を
頂
き
S
E
L
P

（
全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
）

の
第
28
期
（
令
和
6
年
度
）
リ
ー
ダ
ー

養
成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
し
て
い
ま

す
。1
6
0
0
字
の
レ
ポ
ー
ト
と
自

事
業
所
に
関
す
る
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
、

修
了
レ
ポ
ー
ト
の
サ
マ
リ
ー
な
ど
事

前
提
出
課
題
に
取
り
組
み
、
前
期
面

接
授
業
が
8
月
21
日
～
23
日
、
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

全
国
か
ら
は
計
16
名
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
3
日
間
に
わ
た
っ
て
授
業

と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

就
労
支
援
や
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
基
礎
を
学
び
、
参
加
者
同
士
の
交

流
も
早
速
、
深
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
自
事
業
所
の
事
業
振
興

に
つ
い
て
8
0
0
0
字
の
レ
ポ
ー
ト

作
成
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
及
び
面
接
授

業
の
約
半
年
に
わ
た
っ
た
取
り
組
み

と
関
わ
り
が
続
き
ま
す
。

日
常
業
務
と
並
行
し
て
の
学
習

は
、
負
担
も
決
し
て
小
さ
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
繋
が
る
こ
と
が

で
き
た
関
係
は
、
こ
れ
か
ら
も
自
分

の
財
産
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

な
る
み
作
業
所
　
須
澤
　
守

リ
ー
ダ
ー
養
成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
し
て

「
ゆ
た
か
の
ワ
ク
ワ
ク
リ
ー
ダ
ー
へ
」

「
繋
が
る
こ
と
が
自
分
の
財
産
に
」

き
ょ
う
さ
れ
ん
荒
彫
塾 

研
修
報
告

全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
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日 誌

				２日（金）　共同墓地「盆供養祭」・管理委員会
　7日（水）　ゆたか相談支援事業所
　　　　　		あおなみ実地指導
			8日（木）　デイなぐら・居宅実地指導
	12日（月）　事業運営推進会議
	１9日（月）　トータル人事システム検討委員会
	20日（火）　広報・ホームページ編集委員会
	21日（水）　所長会議	/
			　　　　	相談支援事業所ゆたか通勤寮実地指導
	23日（金）　基礎研修
	26日（月）　新所長研修	/	研修部会議
	２７日（火）　職員ハンドブック改訂委員会
	28日（水）　SDGs委員会
	31日（土）　理事会

8 月

法人協力会費・賛助会費・寄附金など福祉会への申し込み、ご送金は

法人協力会費 ＝ 年間１口 6,000 円、
賛助会員 ( 個人 1 口 3,000 円、企業団体等 1 口 5,000 円 )

●銀行口座

●郵便振替口座

・三菱ＵＦＪ銀行	 柴田支店	 普通預金291-884
・中京銀行	 鳴海中央支店	 				普通預金150-425

名義はいずれも社会福祉法人ゆたか福祉会

00820-8-54026	社会福祉法人ゆたか福祉会

広報・501号 
2024年10月号(2024年10月10日発行 )	
	定価1部200円
法人協力会員・賛助会員は会費の中に購読料を含みます

発行・編集	／	社会福祉法人ゆたか福祉会
印　　　刷	／	株式会社東海共同印刷

ゆたか生活支援事業所なるお 
わかばホーム　
中野	稚也さん

「秋」

　この絵は昨年、秋を迎える前にイメージして描い
た絵です。クレヨンを使って画用紙に、もみじやとん
ぼ、栗、きのこ、ドングリなどを描かれました。描い
た後、部屋に貼っていたものですが、職員に後押しさ
れたこともあり、今回応募をしました。
　何度か表紙を飾らせていただいたこともあり、本人
も当選するとは思っていなかったようで、職員から当
選を聞いた際にはとても驚かれていました。
　これまでに書かれた作品も大事に保管されています
し、当選された作品は、写真立てに入って返ってきま
すので、飾ったりしています。
 「これからも絵を描くことは続けたい」と話されて
いた中野さんです。

（
8
月
1
日
～
9
月
20
日  

手
続
き
分
）

賛
助
会
員
新
規
加
入
者
更
新
者
ご
芳
名
一
覧

順
不
同 

敬
称
略 

鈴
木
　
智

千
葉
　
恵
子

脇
田
　
武
子

脇
田
　
厚
子

村
田
　
昌
史

中
山
葉
子
美

ナ
グ
ラ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

一
般
寄
附
（
8
月
）

順
不
同 

敬
称
略 

株
式
会
社
大
谷
商
会
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なかまと一緒に調理

できる事は自分で

12

隆
之
さ
ん
は
現
在
43

歳
。
15
歳
で
入
所
し
た
小

規
模
作
業
所
を
19
歳
で
退

所
し
、
２
０
０
１
年
よ
り

「
あ
か
つ
き
共
同
作
業
所
」
へ
通
所

さ
れ
ま
し
た
。
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
づ

く
り
の
現
場
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
体
調
な
ど
を
理
由
に
通

所
が
少
な
く
な
り
、
2
0
0
4
年

に
生
活
環
境
が
落
ち
着
い
て
い
る

第
２
ゆ
た
か
希
望
の
家
へ
異
動
さ

れ
、
約
20
年
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
年
を
重
ね
た
ご
家
族
の

「
近
く
で
過
ご
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
思
い
や
、
隆
之
さ
ん
に
も
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
の
暮
ら
し
が
視
野
に

入
る
よ
う
に
な
り
、「
い
ろ
い
ろ
な

社
会
経
験
を
広
げ
て
欲
し
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
2
0
2
2
年
に

事
業
所
尾
張
の
ホ
ー
ム
で
体
験
利

用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て

翌
年
４
月
か
ら
「
ケ
ア
ホ
ー
ム
あ
か

つ
き
」
で
の
生
活
に
移
り
ま
し
た
。

ご
本
人
の
「
強
み
」
は
、“
こ
だ
わ

り
”
の
強
さ
が
あ
り
な
が
ら
も
、
一

方
で
柔
軟
さ
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
洗
濯
物
干
し
や
食
器
洗

い
も
、
職
員
の
声
か
け
や
毎
日
の
繰

り
返
し
を
経
て
、
自
分
で
「
こ
う
し

よ
う
！
」「
こ
う
し
た
方
が
よ
い
か
な
」

と
行
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

職
員
が
対
応
で
気
を
つ
け
て
い
る

の
は
、
音
に
敏
感
な
こ
と
で
す
。
職

員
の
他
の
仲
間
へ
の
声
か
け
や
、
本

人
の
意
図
し
な
い
音
に
対
し
て
、
と

き
お
り
不
安
に
な
る
こ
と
が
見
ら
れ

ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
自
分
に
「
大

丈
夫
」
と
言
い
き
か
せ
、
気
持
ち
を

抑
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
生
活
で
の
見
通
し
づ

く
り
に
つ
い
て
、
寄
り
添
っ
た
支
援

を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
沢 
淳

ゆ
た
か
生
活
支
援
事
業
所
尾
張 

ケ
ア
ホ
ー
ム
あ
か
つ
き

平
野 

隆
之
さ
ん

職員

ゆ
た
か
作
業
所
　
白
井 

結
菜

向
上
心
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る

私
は
、
以
前
働
い
て

い
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
、
撤
退
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、
更
に
自
分
が
成
長
で
き
、
活

躍
で
き
る
場
は
な
い
か
と
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
ゆ
た
か
福
祉
会
に
出
会
い
ま
し
た
。

ゆ
た
か
福
祉
会
の
「
職
場
体
験
実
習
」

で
は
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
な

か
ま
の
支
援
や
献
立
作
成
や
ク
ッ
ク
チ
ル
調

理
な
ど
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
仕
事
を
沢

山
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
自
分
が
成

長
で
き
る
場
」
と
感
じ
、
ゆ
た
か
福
祉
会
の

一
員
と
し
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
ゆ
た
か
作
業
所
の
「
き
っ
ち

ん
Y
U
T
A
K
A
」
で
調
理
業
務
、
実
務

業
務
、
な
か
ま
の
支
援
を
主
に
行
っ
て
い

ま
す
。
９
月
か
ら
は
、
献
立
作
成
、
献
立

表
作
り
、
作
業
工
程
表
、
盛
り
付
け
指
示

書
の
作
成
、
食
材
の
発
注
な
ど
、
新
し
い

業
務
も
た
く
さ
ん
始
ま
り
ま
し
た
。

献
立
作
成
は
難
し
い
で
す
が
、
食
べ
て

い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
季
節
の
食
材
を
取
り

入
れ
た
り
、
彩
り
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
こ
と
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
な
か
ま
の
支
援
で
は
、
１
人
１

人
の
な
か
ま
の
特
徴
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
仕
事
の
仕
方
や

伝
え
方
を
探
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
「
み
ん
な
が
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
」「
ど
う
い
っ
た
こ
と

が
得
意
な
の
か
、
苦
手
な
の
か
」
を
し
っ

か
り
と
見
て
、１
人
ず
つ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

な
か
ま
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕
事

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
と
、
給

食
を
食
べ
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
が
楽
し

み
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
献
立
作

成
を
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

仲間
ホ
ー
ム
へ
引
っ
越
し
を
し
て

～
新
し
い
暮
ら
し
を
の
び
や
か
に
～
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その人
らしく 働く暮らす


